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人 権 協 会 

ニ ュ ー ス  

ホームページもご覧ください 

 

摂
津
市
人
権
協
会
会
長 

村
上 

弘
二 

  

今
年
も
桜
の
便
り
が
届
く
季
節
と
な
り
ま
し

た
。
毎
年
、
春
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
と
桜

の
木
に
桜
色
の
芽
吹
き
が
始
ま
り
ま
す
。
日
々

の
暮
ら
し
が
日
常
の
如
く
繰
り
返
す
こ
と
が
出

来
る
幸
せ
を
か
み
し
め
て
居
ら
れ
る
こ
と
と
ご

推
察
致
し
ま
す
。
日
頃
よ
り
摂
津
市
人
権
協
会

へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
二
月
に
ロ
シ
ア
連
邦
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

軍
事
侵
攻
し
、
人
権
を
暴
力
で
踏
み
に
じ
る
と

い
う
暴
挙
に
出
ま
し
た
。
今
、
こ
の
瞬
間
も
戦

禍
の
中
で
、
多
く
の
方
々
が
苦
し
ん
で
お
ら
れ

る
報
道
に
接
す
る
た
び
に
心
が
痛
み
ま
す
。 

『
平
和
な
く
し
て 

人
権
な
し
』
と
い
う
言

葉
が
ご
ざ
い
ま
す
。
世
界
中
の
す
べ
て
の
人
が

平
和
を
望
み
、
世
界
中
の
人
び
と
の
一
人
も
残

さ
ず
人
の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
世
界
の
実
現
が

望
ま
れ
ま
す
。 

日
本
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
関
わ
る
排
除
や
差
別
が
鎮
静
の
方
向

で
あ
る
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
「
同
和
問
題
」

等
の
人
権
課
題
が
あ
る
の
が
現
実
で
す
。
真
の

意
味
で
『
二
十
一
世
紀
は
人
権
の
世
紀
』
と
呼

ば
れ
る
よ
う
、
摂
津
市
人
権
協
会
も
引
き
続
き

皆
さ
ま
と
一
緒
に
手
を
携
え
て
人
権
の
啓
発
を

進
め
て
い
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

第
１
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

 

2022
年
11
月
17
日(

木)

に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
・
会
議
室
１
・
２
に
て
、
第
１
回
ヒ
ュ
ー

マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

講
師
は
、
大
阪
府
人
権
協
会
業
務
執
行
理
事

兼
事
務
局
長
の
柴
原
浩
嗣
さ
ん
で
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
差
別
」
を
テ
ー
マ
に
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
差

別
や
偏
見
は
、
過
去
の
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

差
別
や
偏
見
と
類
似
す
る
こ
と
が
あ
り
、
未
知

の
病
気
に
対
す
る
恐
怖
心
で
、
根
拠
の
無
い
事

柄
で
特
定
の
人
々
を
排
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
誤
っ
た
情
報
に
惑
わ
さ
れ
る
こ

と
の
無
い
よ
う
生
活
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。 

 

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
隣
席
の
方
と
意
見

交
換
を
す
る
ワ
ー
ク
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
方

の
感
想
で
は
「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
自
分
の

意
見
や
他
の
参
加
者
の
方
の
意
見
な
ど
意
見
交

換
も
で
き
て
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
で
し
た
」

「
日
常
の
な
に
げ
な
い
差
別
問
題
を
通
し
て
考

え
、
興
味
深
い
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
」
等
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
講
師
か
ら
の
一
方
的
な
お
話
だ

け
で
な
く
、
他
の
参
加
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
、
自
身
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
、
参
加

者
一
体
と
な
っ
て
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
り
ま

し
た
。 

              

第
２
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー 

2023
年
２
月
21
日
（
火
）
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
１
に
て
、
第

２
回
ヒ
ュ
ー
マ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。 

 

講
師
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
西
光
寺
住
職

の
清
原
隆
宣
さ
ん
で
「
人
の
世
に
熱
と
光
を
！

～
水
平
社
創
立
100
周
年
～
」
を
テ
ー
マ
に
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

1922
年
３
月
３
日
、
全
国
水
平
社
の
創
立
大
会

が
開
か
れ
、
「
人
の
世
に
熱
あ
れ
、
人
間
に
光

あ
れ
」
で
有
名
な
「
水
平
社
宣
言
」
が
高
ら
か

に
謳
わ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

裏
面
に
続
く 
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2022
年
12
月
３
日(

土)

～
９
日(

金)

に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
に
て
、
人
権
教
育
啓
発
作
品
展

を
開
催
し
ま
し
た
。 

市
内
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学
校
、 

府
立
摂
津
支
援
学
校
、
市
立
み
き
の
路
、 

市
立
ひ
び
き
は
ば
た
き
園
、
ハ
ッ
ピ
ー 

ワ
ー
ル
ド
、
市
内
企
業
な
ど
か
ら
多
く
の

「
人
権
」
に
関
す
る
作
品
が
出
展
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
作
品
展
を
通
じ
て
、
皆
様
が
「
人

権
」
を
自
分
自
身
に
関
わ
る
身
近
な
問
題

と
し
て
気
づ
き
、
考
え
、
そ
し
て
行
動
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
初
の
人
権
宣
言
と
言
わ
れ
る
「
水
平
社
宣

言
」
の
草
案
を
起
草
し
、
全
国
水
平
社
設
立
の
中

心
人
物
で
あ
る
西
光
万
吉
さ
ん
の
弟
の
孫
で
あ
る

清
原
隆
宣
さ
ん
に
、
同
和
問
題
に
関
す
る
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

人
は
皆
、
尊
い
命
を
授
か
っ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
産
ま
れ
た
地
域
に
よ
っ
て
差
別
を
受
け
る
不

条
理
さ
を
、
被
差
別
部
落
の
方
達
の
実
体
験
を
交

え
な
が
ら
お
話
さ
れ
ま
し
た
、 

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
拝
見
い
た
し
ま
す

と
、
「
『
差
別
は
人
間
が
つ
く
っ
た
間
違
っ
た
も

の
さ
し
』
と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
あ
っ
た
」
、

「
子
ど
も
は
大
人
の
行
動
を
見
て
差
別
を
身
に
つ

け
て
し
ま
う
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
、
水
平
社

創
立
100
周
年
を
迎
え
て
も
な
お
残
る
差
別
は
、
不

当
な
扱
い
が
、
悲
し
く
も
引
き
継
が
れ
て
い
っ
て

い
る
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

私
た
ち
自
身
の
考
え
や
行
動
を
、
今
一
度
見
つ

め
直
し
、
未
来
の
子
ど
も
達
が
差
別
の
無
い
社
会

に
な
る
よ
う
強
く
願
い
ま
す
。 

 

住
吉
隣
保
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー 

『
す
み
よ
し
隣
保
館 

寿
』 

 

2022
年
10
月
20
日(

木)

に
大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
帝

塚
山
東
に
あ
る
住
吉
隣
保
事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
『
す
み

よ
し
隣
保
館 

寿
』
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

「
住
吉
部
落
の
歴
史
と
ま
ち
づ
く
り
を
中
心
と
し
た

部
落
解
放
運
動
の
歩
み
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
セ
ン
タ
ー

理
事
長
友
永
健
三
さ
ん
か
ら
講
話
を
拝
聴
し
ま
し
た
。 

戦
後
の
困
難
な
状
況
下
で
、
地
域
内
外
の
全
て
の

人
々
が
安
心
し
て
住
ま
う
こ
と
が
で
き
る
町
づ
く
り
の

話
等
を
中
心
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
話
の
後
は
、
同
セ
ン
タ
ー
職
員
の
方
に
地
区
内
を

ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

中
、
職
員
の
方
が
、
何
人
も
の
市
民
の
方
と
挨
拶
を
交

わ
す
姿
が
見
受
け
ら
れ
、
隣
保
館
の
活
動
が
地
域
住
民

と
密
着
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。 
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・
校
区
作
品
展 

別
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 

2023
年
２
月
５
日(

日)

～
19
日(

日) 

・
校
区
作
品
展 

味
生
公
民
館 

 
 

2023
年
２
月
19
日(

日)

～
３
月
４
日(

土) 

 

○
五
中
校
区 

・
校
区
作
品
展 

鳥
飼
東
公
民
館 

 
 

2022
年
12
月
11
日(

日)

～
18
日(

日) 

・
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

水
平
社
博
物
館 

 
 

2022
年
11
月
５
日(

土) 

参
加
者
45
人 

感
想
…
日
本
で
初
め
て
国
際
人
権
博
物
館
連
盟 

(

Ｆ
Ｉ
Ｈ
Ｒ
Ｍ)

に
加
盟
し
た
水
平
社
博
物
館
へ
行

き
、
水
が
水
平
で
あ
る
よ
う
に
皆
平
等
で
あ
る
事

を
願
い
つ
く
ら
れ
た
「
水
平
社
」
の
発
祥
の
地
で
人

権
の
事
を
勉
強
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
的
に
流

行
し
、
三
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
次
々
と
変
異
を
く
り
返
し
、
流
行
が
終

息
す
る
見
通
し
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
た
ち
の
日
常
生
活
は
大
き
く
変
化
い
た
し
ま

し
た
。
人
と
人
が
会
わ
な
い
よ
う
外
出
自
粛
を
強

い
ら
れ
、
ご
飯
を
食
べ
る
と
き
も
、
で
き
る
だ
け

少
人
数
で
、
会
話
を
せ
ず
に
ご
飯
を
食
べ
る
「
黙

食
」
を
薦
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

人
と
の
繋
が
り
が
少
な
く
な
り
、
い
つ
終
息
す

る
か
分
か
ら
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
す
る
不
安
か
ら
、
わ
た
し
達
は
、
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

 

日
本
赤
十
字
社
は
、
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
て
間

も
な
く
発
行
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ガ
イ
ド
で
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
と
も
な
う
差
別
」
を

次
の
よ
う
に
「
三
つ
の
感
染
症
」
と
し
て
示
し
て

い
ま
す
。 

 

一
つ
目
の
感
染
症
は
「
病
気
」
で
す
。
こ
れ
は
、

言
う
ま
で
も
な
く
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
病
気

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。 

 

二
つ
目
の
感
染
症
は
「
不
安
」
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

の
正
体
や
感
染
予
防
・
治
療
方
法
に
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
が
人
び
と
に
不
安
を

抱
か
せ
、
さ
ら
に
人
か
ら
人
へ
と
広
ま
り
、
不
安

な
気
持
ち
を
助
長
さ
せ
ま
す
。 

 

三
つ
目
の
感
染
症
は
「
差
別
」
で
す
。
不
安
を
抱

い
た
人
び
と
は
、
そ
の
矛
先
を
「
見
え
な
い
敵(

ウ

イ
ル
ス)

」
に
向
け
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
人
び

と
を
「
見
え
る
敵
」
と
見
な
し
、
嫌
悪
し
ま
す
。 

○
一
中
校
区 

・
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(

二
中
校
区
共
催) 

舞
鶴
引
揚
記
念
館 

 
 

年
12
月
４
日(

日) 

参
加
者
28
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
中
12
人
・
二
中
16
人
） 

 

○
二
中
校
区 

・
人
権
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク(
一
中
校
区
共
催)

前
掲 

・
校
区
作
品
展 

新
鳥
飼
公
民
館 

 
 

2023
年
２
月
12
日(

日)

～
26
日(
日) 

 

○
三
中
校
区 

・
校
区
作
品
展 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

 
 

2023
年
２
月
９
日(

木)

～
15
日(

水) 

・
校
区
作
品
展 

千
里
丘
公
民
館 

 
 

2023
年
２
月
16
日
（
木
）
～
21
日
（
火
） 

 

○
四
中
校
区 

・
人
権
を
考
え
る
づ
ど
い 

別
府
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 
 

2022
年
11
月
27
日(

日) 

参
加
者
83
人 

 

第
一
部
「
皆
で
楽
し
く
子
育
て
講
座
」 

 
 

講
師 

白
山 

真
知
子
さ
ん 

(

NPO
法
人
ト
リ
プ
ル
Ｐ
ジ
ャ
パ
ン) 

第
二
部
「
べ
ふ
コ
ミ
セ
ン
発
表
会
」 

①
こ
ど
も
手
話 

②
親
子
で
リ
ズ
ム
元
気
ズ 

③
み
ん
な
で
楽
し
く
リ
コ
ー
ダ
ー 

 
 

④
第
四
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

五中校区 フィールドワーク 



 

２中 

 
 

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
人
び
と
を
攻
撃
し
た
り
排

除
し
た
り
し
て
「
つ
か
の
間
の
安
心
感
」
を
得
ま

す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
は
、

病
気
だ
け
で
は
な
く
、
差
別
と
の
闘
い
で
も
あ
り
、

私
た
ち
自
身
の
考
え
や
行
動
を
見
直
す
と
き
だ
と

感
じ
ま
す
。 

  

皆
さ
ん
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
言
葉
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
一
般
的
に
は
、
本
来

大
人
が
担
う
よ
う
な
家
事
や
家
族
の
世
話
、
介
護

な
ど
を
行
う
十
八
歳
未
満
の
子
ど
も
の
こ
と
を
言

い
ま
す
。 

子
ど
も
が
家
事
や
家
族
の
世
話
等
を
行
う
こ
と

は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
常
に
自
分
一
人
が
そ
の

役
割
を
担
い
、
勉
強
や
遊
び
、
睡
眠
が
十
分
に
と

れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。 

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
発
見
し
た
う
え
で

支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、「
家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
あ
る
こ

と
」「
本
人
や
家
族
に
自
覚
が
な
い
」
等
と
い
っ
た

理
由
か
ら
、
問
題
が
潜
在
化
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
福
祉
、
介
護
、
医
療
、

教
育
、
地
域
等
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
が
連
携
し
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 

☎
０
６ - 

６
３
８
３ - 

１
０
１
１ 

◆
日
時 

毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日 

午
前
10
時
～
午
後
４
時 

◆
場
所 

摂
津
市
役
所
４
階 

人
権
女
性
政
策
課 

 

摂
津
市
人
権
協
会
で
は
、
あ
な
た
の
相
談
を
丁
寧

に
お
聞
き
し
、
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
な
た
自
身
、
も
し
く
は
周
り
の
人
が
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い 

 

摂
津
市
人
権
協
会
は
、
人
間
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
、
摂
津
市
か
ら
も
支
援
を
受
け
、
地
域
に

根
ざ
し
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
各
中
学
校
区
の

皆
さ
ん
が
、
自
由
な
発
想
の
も
と
に
人
権
意
識
を
高

め
る
た
め
の
講
演
会
・
研
修
会
等
を
開
催
し
活
動
し

て
い
ま
す
。
地
域
で
の
人
権
の
輪
を
広
げ
る
活
動
に

一
緒
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
加
入
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
摂
津
市
人
権
協
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
入
会
金
不
要 

 

摂
津
市
人
権
協
会
事
務
局 

 
 
 
 

（
摂
津
市
役
所 

人
権
女
性
政
策
課
） 
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2021
年
５
月
に
は
、
厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
は
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
現
状
把
握
や
支
援
方
策
を
含
む
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
報
告
書
を
公
表
し
、
①
福
祉
・

医
療
・
教
育
等
の
専
門
分
野
の
職
員
へ
の
啓
発
・
教
育
研

修
の
実
施
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
等
に
よ
る
相
談
体
制
の
整
備

促
進
、
③
中
学
・
高
校
生
へ
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
の

教
育
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
に
住
む
子
ど
も
達
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変
化
（
い
つ

も
挨
拶
を
す
る
の
に
挨
拶
を
し
な
い
等
）
に
気
づ
き
、
声

を
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
が
支
援
の
一
歩
に
な
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

 

地
域
で
、
子
ど
も
達
を
守
れ
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
人
と

の
繋
が
り
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。 

相談窓口 

 

◆児童相談所相談専用ダイヤル 

 0120(189)783 / 24時間受付(年中無休) 

◆24時間子供 SOSダイヤル 

 0120(0)78310 / 24時間受付(年中無休) 

◆子どもの人権 110番 

 0120(007)110 / 

平日午前 8時半～午後 5時 15分 

◆家庭児童相談課 

 06(6155)6302 / 

    平日午前 9時～午後 5時 15分 

◆人権なんでも相談 

 06(6383)1011 / 平日午前 10時～午後 4時 


